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＜外来情報＞

· 横町　浩様　～内科受診し中性脂肪が高めと説明受けたが、現状のままで様子観察となったこと
　　　　　　　報告あり。全身倦怠感訴え聞かれえているが、いつもの事と話されている。

· 田澤　勝敏様～正月中にむつ市へ帰省し、新しく出来た施設へ宿泊してきたと報告受けている。

· 関　秀治様　～昨日脈拍が100以上と速かったと話されているが、本日は平常との事。1/9に八戸
　　　　　　　赤十字病院の泌尿器科を受診する予定との事（血尿あり）。腰背部の違和感は継続
　　　　　　　していると話されている。

· 伊藤　雄一様～デイケア利用開始し、一山越した気がすると感想話されている。現在、ハングル語 
　　　　　　　とロシア語を勉強中との事。

· 関口　禅様　～正月は実家帰省し、ゆっくりと過ごすことが出来たとの事。

· 大釜　久直様～多弁でまとまりのない発言が聞かれているが、発語不明瞭の為聞き取ることが出来
　　　　　　　ずにいる。

· 北嶋　剛様　～咽頭痛・喉の奥の痛みを訴え、風邪薬希望されている。毎週のように風邪薬希望
　　　　　　　されている為、内科受診促している。内科受診の際に足がないと話される為、
　　　　　　　１週間分風邪薬処方となっている。

＜利用者様情報＞

· 北嶋　剛様～以前、お父様の調子が良くないと相談のあった件について、罹りつけの内科へ連絡し
　　　　　　往診してもらったと報告あり。状態が急に悪化した為、ご家族は脳梗塞などを疑って
　　　　　　いたが、検査の結果異常は見られなかったとの事。

· 伊藤　雄一様～昨日からデイケア利用開始となっている。
　　　　　　　体験利用を続けていた為、メンバーの輪の中には違和感なく溶け込むこと出来てい
　　　　　　　る。
　　　　　　　現在の様子：自己評価が高く、思いついたことをすぐに行動に移す。
　　　　　　　　　　　　　他者を見下した発言が聞かれることがあり、トラブルへの発展も予想
　　　　　　　　　　　　　される。
　　　　　　　今後の着目点：参加状況・他メンバーとの関わり方
　　　　　　　　　　　　　　メンバー内でのポジションの取り方
　　　　　　　以上を観察していき、１月中に本人様の事例検討を実施する。

· 浜飯　政昭様～レストラン誘導の前後に場所をわきまえず立小便されており、頻回となってきてい
　　　　　　　る。トイレへ行くように声を掛けるが、「間にあわない。もらしてもいいのか！」
　　　　　　　と話されており、マナー違反であることへの認識はない様子。
　　　　　　　⇒　水分摂取量の観察と制限を行い、時間を設定したトイレ誘導を継続して行って
　　　　　　　　　いく。

· 柳町　信之様～肛門周囲から水様の浸出液が出て不快感が継続していると訴え、１ヶ月ほどナイト
　　　　　　　ケア利用が出来ていない。
　　　　　　　⇒　本人からの電話連絡はある為、短時間でも来所を促し場所を設けて直接話が
　　　　　　　　　したいことを伝える。
　　　　　　　　　短時間でも来所することで、通所との関わりがなくならないよう計っていく。

· 杉澤　恵子様～来所時に菓子の持ち込みがあり指導行っているが、その後他メンバーに菓子を強請
　　　　　　　りもらう事あり。又、本人が決めた運動も本日実施することが出来ていない。
　　　　　　　プログラム開始前には尿失禁あり「尿とりパットがずれた。」と話されている。
　　　　　　　トイレへ行かなかったのか確認すると、尿意がなかったと訴えている。
　　　　　　　来所後より、水分摂取量が過剰であり声掛けにも自制することが出来なかったこと
　　　　　　　が尿失禁の原因の一つと考えられる。
　　　　　　　⇒・時間を設定しての、トイレへの声掛けを行う。
　　　　　　　　・水分摂取の自制が難しい場合には、管理する方法について本人と話し合う。
　　　　　　　　・糖尿病と間食・食事の関係について再度本人と確認し、再説明を行う。間食に
　　　　　　　　　ついては、デイケアは菓子類の持込は遠慮して頂いていることを振り返る。
　　　　　　　　・以前、本人同席してのカンファレンスで話し合った内容について、振り返りを
　　　　　　　　　行い現在の自分の行動について振り返る場の設定を行う。

· 川口　八寿子様～本人より面談希望あり。
　　　　　　　　知人に頼み込んで、明日知人宅で３時間程度のパートのような掃除手伝いを行う
　　　　　　　　予定だが、御家族より反対されているとの相談あり。

　　　　　　　　　　以前、掃除中に足を捻挫したことにより病状悪化し入院となった経緯があり、
お母様から反対されているとの事。その際に“病気なんだから病人らしくしていろ”と言われ口論となってしまったと話されている。
本人としては、自分が何処まで出来るのか試したい気持ちと、お母様に自分の出来ることを認めてもらいたい気持ちがあると話されている。今回の仕事をやってみて難しいようであれば、次回は考えていないとの事。
話中は、自分で整理しながら話を進めること出来ており、自ら切り上げることも出来ている。

　　　　　　　　　　主治医から：外来受診時に仕事については、短時間で週２～３日程度のパートであれば可能と説明あり。

　　　　　　　　　　⇒　・お母様との現状が好転する可能性、自信の獲得に繋がるが逆に病状悪化の可能性もある事など、本人ヘ仕事をする上で予想されることについて説明し、その上で本人に決定を促す。

　　　　　　　　　　　　・仕事をすることについては事後連絡となるが、必ず主治医へも報告するように説明し、実際行ってみての感想など、振り返りを行いたいことを本人ヘ説明する。（説明し、了承されている）

＜事例検討＞

稲垣　ふき様（62）統合失調症　デイナイトケア利用中（5年5ヶ月）

○現在継続している取り組み

計算プリント･･･頭がボンヤリすることを改善したいと本人より訴えあり、自主的に継続している。

　食事を一口残す･･･ダイエットしたいと希望あり、自分から行っているが、好きなメニューに関しては行うこと出来ない。

　　　　　　　　　　体重は減少傾向にあり59.4kg→57.2kg（１年比）。最低体重が、11月55.6kgだが、その後の行事から摂取量を自制することが出来ず「この位いいの」と話され、時に過剰と思われることがある。

○現状での問題点

　＃１　プログラム中など勝敗にこだわり、時に命令口調・暴言が聞かれる。又、気になったことなど、直接口に出してしまう為、他者を傷つける発言が聞かれるが、自覚がない。

　＃２　心気的な体調不良の訴えが多く、不穏となる事が見られる。

　＃１について

　・ＳＳＴと活用し、相手を傷つけたり不快に思う発言について繰り返し実施。

　・その都度本人ヘ振り返りを行い、実際に本人が他者へ使った言葉についてどのように思うのか、
本人ヘ返していく。

　・暴言に対して、スタッフがどのような感情を抱いたのか伝えていく。

　以上を繰り返し実施し、自覚を持てるよう働きかけていく。

　＃２について

　・本人外出をしたい、他科受診をしたいと希望されて身体不調を訴えてこられることも多い為、

青風荘職員へ相談するように本人ヘ説明し、統一した関わりを持つ。

　・12月より右目をしきりに擦り爛れてしまっている事から、右眼瞼の違和感を訴える為、触らないように説明し、訴えのあった際には冷やしておくよう説明する。

　・訴えのあった内容については、青風荘へ情報提供行う。

